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第3編　自然・文化
～水跳ね　緑かがやき　文化はぐくむ～

重点的な取組

①自然環境の保全と活用

　森林や里山、河川などの自然を地域全体で大切に守りながら次の世代へ引き継いでい
くため、市民協働による保全活動を進め、豊かな自然に市民が直接触れ合える機会を創
出していきます。また、市民、事業者、行政が、それぞれの立場で環境保全活動に取り
組むためのパートナーシップを構築するとともに、環境保全活動の指導者の育成や組織
の形成を図っていきます。

②歴史的・文化的遺産の継承

　地域文化の啓発に向けて、地域を知る学習活動を展開し、伝統行事や文化に直接触れ
る機会を創出するとともに、各地域に伝わる郷土芸能や文化的遺産に関する情報を整理
し、積極的に発信します。また、歴史的・文化的遺産については、全市一体的な取組と
なるよう、保全活動を推進していきます。

③未来へつながる市民文化の創造

　市民の自由で活発な芸術・文化活動を支援し、未来へつながる新たな市民文化の創造
を目指します。そのために、創作、発表、鑑賞、交流など、上田らしい特色ある芸術・
文化活動の育成に努めるとともに、その拠点となる施設を効率的に活用し、広域的な文
化交流をも視野に入れた新たな文化拠点づくりに取り組みます。また、市民の積極的な
文化活動を促進するために、活動の機会や施設に関する情報提供の充実を図ります。
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第3編　自然・文化
第1章　自然との共生のために

第1章　自然との共生のために

第1節　緑あふれる森林・里山や清らかな水が流れる河川を守る

■現状と課題

1	　上田市は菅平高原と美ヶ原高原の二つの広大
な自然公園を有し、市の中央部を千曲川が流れ、
緑あふれる森林・里山と清らかな水の流れる川
にはぐくまれた自然豊かな地域です。

根子岳・四阿山

美ヶ原高原

2	　上田市を流れる河川のうち、一級河川が国直
轄の千曲川をはじめ、県管理の36河川と合わ
せて約 208.3㎞、準用河川（市管理）が 64
河川で約73.5㎞となっています。

3	　安全、安心な市民生活を守るため、未改修河
川の計画的な整備を進める必要があります。

4	　河川改修にあたっては、潤いのある水に親し
める空間となるよう、自然環境や景観に配慮し、
豊かで多様な河川環境を創出していくことが求
められています。

5	　市街地では河岸段丘、里山及び背後の森林の
宅地化が進み、緑が年々減少しています。この
ため、自然環境、景観の保全及び土砂災害防止
などの面からも積極的な保全対策が必要となっ
ています。

6	　木材価格の低迷や松くい虫被害の増加により、
手入れの行き届かない森林や荒廃した森林が増
加傾向にあります。自然環境の保全や土砂災害
防止などの面からも積極的な森林整備が必要で
す。

7	　市民の地球温暖化防止への関心が高まってい
るなかで、再生産可能な木質エネルギー利用を
推進していく必要があります。

8	　市民の森林へのニーズが多様化していること
から、貴重な森林空間を有効に活用していく必
要があります。

9	　地球温暖化防止は世界的な課題であると同時
に地域として取り組むべき課題となっています。
温室効果ガスの排出を抑制するために、アイド
リングストップや公共交通機関の利用等省エネ
ルギー活動を推進するとともに、太陽光発電シ
ステム等新エネルギーの利用を更に推進する必
要があります。
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■基本的な考え方

1	　森林や里山、河川などの自然について、地域に伝わる文化遺産との一体的な保全も図りな
がら整備に努め、豊かな自然と直接触れ合う機会を増やしていきます。
2	　良好な自然環境と健全な社会環境の保全と創造を推進し、人と自然が共に調和する環境づ
くりを進めます。

■施策体系

■施策の内容

節 施策

緑あふれる森林・里山や清らかな水が
流れる河川を守る

①豊かな自然環境の保全
②森林や里山、河川などの整備
③身近な自然と直接触れ合える環境の創出
④環境に配慮した森林資源の活用
⑤地球温暖化防止への取組

①豊かな自然環境の保全
○地域住民やNPO、各種団体との協働により、
河川環境の保全活動を推進します。

○河川が水に親しむことのできる場となるよう、
水辺環境の保全を図ります。

②森林や里山、河川などの整備
○水源涵養機能をはじめとした森林の持つ公益的
機能を持続的に維持するために、除伐や間伐な
どの森林整備を推進します。

○ボランティアによる森林整備や市民協働による
遊歩道整備など、住民の主体的な森林整備活動
を支援します。

○再生産可能な木材の積極的な利用推進を啓発し、
森林資源の有効活用を図ります。

○樹種転換事業による広葉樹等の植栽やマツタケ
山環境整備を行い、荒廃した里山の整備を図り
ます。

○野外フィールドでの森林環境教室や体験教室を
開催し、身近な里山の積極的な利活用を図ります。

○針葉樹と広葉樹が適度に入り混じった針広混交
林への転換を進めるとともに、鳥獣が集落に出
没しにくい環境整備を行い、野生鳥獣との共生
をめざします。

○一級河川の改修・整備については、関係自治会
との調整を図り、早期実施を国、県に要望して
いきます。

○準用河川の改修及びその他中小河川の改修・整
備を計画的に進めます。

森林環境教室
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※「多自然川づくり」…河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川全体が本来有している生物の生息・
生育・繁殖環境並びに多様な河川風景を保全あるいは創出するために、河川管理を行うこと。

○河川改修にあたっては、「多自然川づくり」
※

の
基本指針に留意し、環境の保全・育成を考慮し
つつ計画的に推進します。

③身近な自然と直接触れ合える環境の創出
○「緑の募金」運動や植樹祭などを通じ、将来に
わたり緑豊かな森林環境保全への啓発活動を行
います。

○だれもが訪れることができるように、林道や登
山道の整備を進め、森林へのアクセスを確保し
ます。

○市街地近郊の貴重な斜面樹林を保全するため、
市民協働による管理を含めた適切な維持管理を
図っていきます。

○千曲川桜づつみ堤防や依田川ウォーキング道路
の整備など、河川と身近に触れ合える空間づく
りを進めます。

④環境に配慮した森林資源の活用
○松くい被害木の有効利用やペレットストーブ、
チップボイラー等の導入推進を図り、木質バイ
オマスエネルギーの利用を促進します。

⑤地球温暖化防止への取組
○地球温暖化の防止を図るための施策として、ア
イドリングストップやノーマイカーデーによる
公共交通の利用等環境に配慮した交通行動の啓
発や、電気機器の適正な管理、ハイブリッドカー
等の低公害車の普及を啓発するなど、省エネル
ギーの推進を図ります。

○新エネルギー利用に関する情報提供や住宅整備
に際しては、太陽光・太陽熱等の新エネルギー
の導入促進、公共施設への新エネルギー利用施
設の導入、バイオマスエネルギー利用を検討す
るなど、新エネルギーの利用促進を図ります。

第3編　自然・文化
第1章　自然との共生のために

植樹祭

依田川桜堤防（緑の道）

中塩田小学校に設置された太陽光発電システム
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第2節　自然との共生に向けて主体的に取り組む人材を育成する

■現状と課題

1	　現在、保育園、小中学校では、節電、節水な
どの省エネルギーやリサイクル活動に取り組ん
でいます。また、すべての小中学校で、それぞ
れの学校や地域性を生かした環境教育を推進し
ています。

2	　今後もこうした取組を進め、更に充実させる
とともに、子どもから大人まで一人ひとりの環
境問題に対する意識の高揚を図るため、学校、
家庭、地域社会が一体となってさまざまな場に
おける環境教育と環境保全活動に取り組むこと
が必要です。

■基本的な考え方

1	　人間が自然から多くの恵みを受けていることを認識し、この環境を将来の世代に継承して
いくため、学校、家庭、企業、地域社会が連携を深め、環境教育や環境保全活動の推進を通
じて、自然との共生に向けて主体的に取り組む人材を育成します。

■施策体系

■施策の内容

節 施策

自然との共生に向けて主体的に取り組む
人材を育成する

①自主的な自然保護活動への参加促進
②環境保全活動の推進

①自主的な自然保護活動への参加促進
●学校などにおける環境教育の実践
○身近な自然とのかかわりなど、環境の大切さ
が実感できる体験的な学習を重視した環境教
育をそれぞれの地域の特性を踏まえながら推
進し、子どもたちの自然に対する豊かな感性
や環境を大切に思う心をはぐくみます。

○学校版 ISO「環境にやさしい学校づくり」
やこどもエコガイド（こども向け環境学習用
テキスト）の活用などを通じて、省エネルギー
活動、ごみの分別・リサイクル活動、地域の
美化活動など、子どもたちが自ら環境保全の
ためにできることを学び、日常生活で実践す
る態度の育成に努めます。

里山観察会
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●生涯学習における環境教育の実践
○環境教育について、地域社会におけるさまざ
まな学習機会を提供するため、公民館等での
環境講座、里山講座、自然観察会の実施をは
じめ、環境問題について、生涯各期からの学
習ニーズに応えるため、学習機会・メニュー
を充実し、課題解決に向けた自発的な取組の
促進に努めます。

②環境保全活動の推進
○うえだ環境市民会議、長野県環境保全協会上小
支部及び上田地域環境推進協議会などの各種団
体とのパートナーシップによる環境保全行動の
推進や、環境保全に関わる自治会の行事等各種
の市民活動に対する支援や紹介等、市民、事業
者、市のパートナーシップによる環境保全活動
を推進します。

第3編　自然・文化
第1章　自然との共生のために
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第2章　新たな文化を創造していくために

第1節　郷土史を継承し、「わたしのまち」への愛着を深める

■現状と課題

1	　上田市は、奈良時代に信濃国府や信濃国分寺
が置かれるなど古くからこの地域の文化・経済
の中心として発展し、市内には国宝・重要文化
財をはじめ、数多くの史跡や文化財があります。
その文化的遺産を継承していくためには、保存・
整備を行い、それらを活用していくことが必要
です。また、貴重な文化的遺産を調査・発掘し、
文化財に指定して保存・整備及び活用を図る必
要があります。

2	　史跡の保存・保護については「史跡上田城跡
整備基本計画」及び「史跡信濃国分寺跡保存整
備基本計画」に基づいて、保存・整備事業を進
めていますが、調査の進捗状況や社会状況の変
化を見極めながら、全体計画の見直しを図る必
要があります。

	 　また、市内には鳥羽山洞窟遺跡、菅平唐沢岩
陰遺跡をはじめとする数多くの史跡が点在して
います。それらの史跡についても調査を行い、
保存・整備する必要があります。

3	　市内には歴史的に貴重な建造物が数多く残さ
れていることから、調査を継続し、保存と活用
を検討していく必要があります。

4	　古墳などの遺跡が開発行為等によって失われ
ることがないよう、試掘調査や発掘調査を行い、
記録として保存しています。また、埋蔵文化財
の分布を再確認し、全市を網羅した分布図を作
成して情報提供の充実を図る必要があります。

指定文化財一覧	 （平成19年 4月1日現在）

種　類
有　形　文　化　財 無形文化財 民俗文化財 記念物

計
建造物 絵画 彫刻 工芸等 書跡 古文書 歴史資料 考古資料 芸能 有形 無形 史跡 名勝 天然記念物

国　宝 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

国指定 5 0 4 1 0 1 0 0 0 1 0 3 0 3 18

国重美 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

国登録 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

国選択 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3

県指定 10 2 2 4 0 0 0 2 0 0 0 4 0 3 27

市指定 35 9 24 19 3 19 3 3 4 14 14 44 7 32 230

計 56 12 30 24 4 20 3 5 4 15 17 51 7 38 286

資料：文化振興課

※国宝…国指定の国宝。国指定…国指定の重要文化財、史跡名勝天然記念物、重要無形文化財、重要有形民俗文化財、重要無形民俗文
化財（美術工芸品を除く）。国重美…国指定の重要文化財の内、美術工芸品。国登録…国登録の登録有形文化財、登録有形民俗文化
財、登録記念物。国選定…国選定の重要文化的景観、重要伝統的建造物群保存地区、選定保存技術。県指定…県指定の文化財。市指
定‥‥市指定の文化財。
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5	　地域文化（伝統芸能・行事・郷土文化）の発
展と継承活動を推進していくため、地域に伝わ
る伝統芸能等無形文化財について、後継者の育
成や活動に対する支援を行っています。また、
地域に伝わる伝統行事や祭り等への子どもたち
の積極的な参画を進め、地域文化を継承する必
要があります。

6	　市民の文化財に対する関心を高めたり、文化
財保護への理解を深めるためには、積極的な情
報公開や情報提供を行っていくことが必要です。
市民や次世代を担う子どもたちが、地域の歴史
や文化について興味を持ち、楽しく学ぶことで、
郷土への愛着を深めていくことができるよう、
上田市立博物館、信濃国分寺資料館、丸子郷土
博物館、ともしび博物館、各公民館等と連携し、
学習機会を創出する必要があります。

第3編　自然・文化
第2章　新たな文化を創造していくために

7	　上田市からは歴史に残る優れた業績を残した
人々が数多く輩出されています。しかし、その
業績があまり知られていないことから、顕彰を
進めるとともに広く市民に紹介していく必要が
あります。

8	　史跡・文化財を地域の誇りとし、観光資源と
して活用していくために、行政内部の関係部署
との連携の充実を図り、歴史と文化都市上田を
アピールする必要があります。

9	　上田市誌等市町村誌編さん事業のために収集
した資料を整理し、保存をしていますが、その
資料の活用を推進する必要があります。

■基本的な考え方

1	　伝統行事や文化に直接触れ、その大切さを認識することで、「わたしのまち」への愛着を
深めていきます。
2	　各地域の郷土芸能や文化的遺産に関し、最新鋭技術などを用いて情報を整理し、積極的に
発信します。
3	　歴史的・文化的遺産について上田市一体による保全活動に取り組んでいきます。

■施策体系

■施策の内容

節 施策

郷土史を継承し、「わたしのまち」への
愛着を深める

①地域文化の啓発と学習機会の充実
②自然文化の継承と発展
③郷土芸能や文化的遺産に関する情報の整理と発信
④歴史的・文化的遺産などの保護や情報提供の充実

①地域文化の啓発と学習機会の充実
●学習機会の充実
○上田市立博物館、信濃国分寺資料館、丸子郷
土博物館、ともしび博物館、各公民館等と連
携した郷土の歴史や文化を学ぶ講座の開催や
優れた業績を残した先人たちを紹介し、先人
たちに学ぶ機会を提供します。

○市民が開催する郷土の歴史や文化を学ぶ講座
への講師派遣と資料を提供します。

○小中学校における生活・社会・総合的学習等
の授業において、地域の歴史や文化を学ぶと
ともに、地域で研究や活動している人たちと
の交流を通して、郷土に対する愛着を深めます。
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●郷土文化の啓発
○文化財を「広報うえだ」等を通じて市民に積
極的に情報提供し、文化財に対する関心を高
めるとともに文化財保護に関する理解を深め
ます。

○郷土文化の掘り起こしや調査を行い、文化財
として指定し、地域づくりに活用します。

●伝統芸能の保護、育成
○民俗芸能等の無形文化財について保存・保護
を行うとともに、後継者の育成や活動に対す
る支援の充実を図ります。

●伝統行事や文化に直接触れる機会の創出
○市内各地で開催される伝統行事等の内容や開
催時期等について、広く市民に情報を提供し
ます。

○地域に伝わる伝統行事や祭り等への子どもた
ちの積極的な参画を進めて、伝統行事や文化
に直接触れる機会を創ります。

○地域の文化や伝統的な遊び等を伝承する活動
を推進します。

戸沢（真田地域）のねじ行事

②自然文化の継承と発展
○地域の恵まれた自然文化の継承と発展に努める
ため、周囲の山々、里山に生息する動植物の保
護と共生を通じて、里山の環境保全や地域への
愛着を深める学習機会の充実や活動に対する支
援を推進します。

○天然記念物や動植物の乱獲防止のために、保護
パトロールの強化を図ります。

③郷土芸能や文化的遺産に関する
情報の整理と発信

●文化的遺産に関する情報の整理と発信
○マルチメディア情報センターと連携して指定
文化財等をデジタル技術の導入による情報の
整理を行うとともにデジタルアーカイブを作
成し、情報の発信に努めます。

○指定文化財のデータ整理を行うとともに、上
田市全市にわたる指定文化財の冊子を作成
し、情報を積極的に提供します。

●文化財分布図の作成
○埋蔵文化財があると思われる地籍の再調査を
行うとともに文化財の所在地を再確認し、文
化財分布図を作成して情報提供の充実を図り
ます。

④歴史的・文化的遺産などの保護や
情報提供の充実

●史跡の保全・整備
○上田城跡の保存・整備については「史跡上田
城跡整備基本計画」に基づき、史実に沿った
整備を行うため、城跡にふさわしくない施設
の移転を促進し、市民の協力を得ながら隅櫓
等の復元を目指します。また、調査の進捗状
況や社会的状況に応じて整備計画を見直し、
現状に促した保存整備を推進します。

○信濃国分寺跡の保存整備については「史跡信
濃国分寺跡保存整備計画」に基づき、公園用
地の公有化・調査・整備を推進していきます。
また、短期・中期における整備計画の策定を
行い、具体的方法を検討し整備を図ります。
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○鳥羽山洞窟遺跡や菅平唐沢岩陰遺跡等、市内
に点在している多くの史跡についても調査や
整備を行い、保存・整備を図ります。

○開発によって貴重な文化財が失われることを
防ぐため、各種開発事業に先立ち遺跡の試掘
調査や発掘調査を行い、それらの記録保存を
行います。

●歴史的・文化的遺産の保護と活用
○文化財の保存・活用を図るために必要な調査
を行い、価値あるものについては文化財とし
て指定し、保護のために必要な措置を講じ、
次世代に継承していきます。

○古くから残る建造物や近代建築等の調査発掘
に努め、貴重な歴史的・文化的建造物として
保存整備して後世に伝えるとともに、まちづ
くりに活用します。

○市内に点在する多くの文化的遺産を地域の誇
りとし、関係部署と連携を図りながら、観光
資源として活用します。

上田城南櫓及び尼ヶ淵石垣

第3編　自然・文化
第2章　新たな文化を創造していくために

中ノ沢遺跡・半過古墳群発掘調査

●行政資料の保存
○上田市誌等市町村誌編さんのために収集した
資料・古文書や標本等については、適切な保
存に努め、市民や郷土史家等の研究・学習の
ための活用を推進します。

○市町村誌編さんのために収集した資料等や市
町村誌編さん後に発見された貴重な資料の収
集及び合併に関する資料の保存や活用を行う
ために、「文書資料館」の設置についての検
討を進めます。
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第2節　新しい時代に向けた文化活動を創造する

■現状と課題

1	　心豊かな生活を求める市民の文化・芸術への
関心が高まっており、まちづくりを進めていく
上で文化は重要な要素となっています。文化に
関する情報発信や参加機会の拡充を図るととも
に、市民の多様な文化活動を支援し文化を生か
したまちづくりを実現していくために、文化・
芸術振興の基本となる構想を策定し、これに基
づいて新しい時代に向けた文化振興施策を総合
的に展開していく必要があります。

2	　市民会館、音楽ホール等それぞれ特徴を備え
た文化施設があり、市民に活用されています。
市民の文化芸術活動が更に発展するよう、これ
らの施設を一層効率的に運用していくことが大
切です。

3	　文化・芸術に関する活動の高まりとともに、
これらの活動を支える環境の整備が求められて
います。文化のかおり豊かな魅力的なまちづく
りを目指し、新市にふさわしい文化・芸術活動
の新たな拠点となる施設整備を行う必要があり
ます。

能楽講座

4	　音楽、伝統芸能等さまざまな自主文化事業が
開催されています。これらについて相互に連携
した内容や次世代に向けた展開、新たな内容の
研究を図り、市民にとって魅力ある事業を実施
していくことが必要です。

■基本的な考え方

1	　風土と結びついた特色ある文化を再認識し、市全体の協働精神のもと、新たな市民文化の
創造に取り組みます。

■施策体系

節 施策

新しい時代に向けた文化活動を創造する

①多様な文化活動の支援
②さまざまなタイプの文化施設の効率的運用
③文化の新たな拠点づくり
④文化振興事業の新たな展開
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■施策の内容

①多様な文化活動の支援
●市民の主体的な文化・芸術活動の場となる各種
文化施設の情報発信
○文化活動を支援し、文化活動への参加機会を
拡大するため、各種文化施設やイベント案
内、子ども達の文化活動等の情報を積極的に
発信します。

●文化活動に関する情報発信
○各種イベントや公開講座、子どもたちの文化
活動等について情報発信し、多様な文化活動
を支援します。

○文化芸術活動に取り組む団体や人材を育成
し、活動を支援します。

○近隣自治体をはじめ、全国、世界を対象とし
た文化交流を推進します。

●文化・芸術振興に関する基本構想の策定と総合
的な文化振興施策の展開

○文化・芸術振興に関する基本構想を策定し、
新しい時代に向けた文化を創造し、展開して
いきます。基本構想では、文化芸術活動の調
査・研究のほか、重視すべき方向性や目標の
検討を行い、市民協働の精神のもと、市民と
行政の役割分担を明らかにし、文化・芸術振
興に関する施策を総合的かつ計画的に推進し
ていきます。

子ども文化祭

●市民による文化活動や新たな創造への支援
○市民による自主的な文化活動の推進を図り、
新たな文化が創造されるよう支援します。

○こども達による文化の継承と振興が図られる
よう関係団体の育成や活動を支援します。

○文化芸術活動が推進されるよう文化振興基金
の充実を図ります。

②さまざまなタイプの文化施設の
効率的運用

○各種文化施設の情報の整理を行い、提供方法を
見直すことにより、施設のイベント案内や利用
者が求めている施設情報を、さまざまな媒体を
活用してわかりやすく発信します。

○さまざまなタイプの文化施設が、円滑に、かつ
効率よく運用されるよう努めます。

③文化の新たな拠点づくり
○質の高い文化を享受・発信することで地域の文
化力を高め、新たな時代に向けた文化・芸術活
動を創出していくために、文化施設の在り方や
施設運営方法について研究・検討を行い、市民
参加によって、文化のかおるまちづくりのシン
ボルとしてふさわしい新たな文化拠点づくりを
行います。

④文化振興事業の新たな展開
○全市で連携した事業の実施や、次世代に向けて
の新たな内容を研究し、魅力に満ちた文化イベ
ントの展開を図ります。

○新たな文化活動の創造とそれを担う地域の人材
育成に努めます。

第3編　自然・文化
第2章　新たな文化を創造していくために




